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 [Overview and purpose of the course]
現代社会を成り立たせる基本枠組みである憲法についての基礎知識を提供する。加えて、憲法条文
をみるだけでは理解しがたい憲法上の権利のあり方・現実化について、判例をてがかりにして読み
解いていく。判例の議論展開に触れることで、法律学的な考え方の特徴の一端にも触れてもらいた
い。

 [Course objectives]
①日本の司法制度および日本国憲法の定める権利に関する基礎知識を得る。
②憲法上の制度や権利の基礎にある思想を読み取る。
③憲法上の権利に関する判例を通じて、一定の結論へと至る（法的）議論の展開を追う能力を身に
つける。

 [Course schedule and contents)]
概ね以下の内容を扱うが、授業の進度に応じて時間配分等を変更することがある。

第１回　授業の進め方、憲法学の用語と学習意義について
第２回　憲法上の権利と統治機構（とくに裁判所）
第３回　裁判と司法権
第４回　違憲審査権および法の下の平等
第５回　法の下の平等
第６回　家族法と法の下の平等
第７回　精神的自由
第８回　精神的自由・経済的自由
第９回　経済的自由
第１０回　二重の基準論
第１１回　適正手続
第１２回　包括的基本権
第１３回　選挙権
第１４回　基本権の私人間効力
≪期末試験≫
第１５回　フィードバック
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日本国憲法(2)

 [Course requirements]
None

 [Evaluation methods and policy]
定期試験により評価する（100％）。

 [Textbooks]
櫻井智章 『判例で読む憲法[第3版]』（北樹出版、2024年）ISBN:9784779307614（教科書の他に、
小型の六法など条文を参照できるものを適宜用意してください。）
 [References, etc.]
  （References, etc.）
Introduced during class

 [Study outside of class (preparation and review)]
概ね教科書に沿って進むので、予習として該当箇所を事前に読み、理解困難な点を明確化して授業
に臨んでほしい。また、復習をせずに内容定着をはかるのは困難なので、教科書を再度読んで自分
なりに内容を整理することが望ましい。基礎知識を得たうえで、自分の中で疑問を持つことを期待
する。

 [Other information (office hours, etc.)]
 

 [Essential courses]
Faculty of Integrated Human Studies


